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◉
今
月
の
焦
点
　
平
和
を
考
え
る

過
去
を
振
り
返
り

平
和
の
尊
さ
を
知
る

市
立
小
・
中
学
校
の

平
和
教
育
の
取
り
組
み

　

本
市
の
各
中
学
校
で
は
、
修

学
旅
行
で
広
島
や
長
崎
を
訪
れ

る
機
会
を
活
用
し
て
平
和
教
育

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
被
爆
地
で
原

爆
投
下
時
の
お
話
を
直
接
聞
い

た
り
、
平
和
公
園
で
平
和
な
世

の
中
を
願
っ
て
平
和
宣
言
や
合

唱
、
平
和
へ
の
祈
り
を
込
め
た

千
羽
鶴
の
献
納
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

一
方
、
市
内
各
小
学
校
で
は
、

８
月
５
日
に
開
催
予
定
の
戦
後

70
年
平
和
祈
念
・
大
阪
戦
没
者

追
悼
式
で
献
納
す
る
千
羽
鶴
を

児
童
が
協
力
し
て
作
る
こ
と
で
、

平
和
の
尊
さ
を
学
ん
で
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
学
校
教
育
課
　

迫
さ こ

川
が わ

 洸
こ う

輝
き

さん
（美加の台中学校）

福
ふ く

田
だ

 祐
ゆ う

士
し

さん
（西中学校）　

井
い

原
は ら

 奈
な

佑
う

さん
（美加の台中学校）

◉掲載情報の見方
対象に明記のないものは市内在住・在学・在勤
者が対象▶催しなどで費用の記載のないものは
無料▶申し込みが必要な催しなどの持ち物は主
催者からの連絡などで確認を▶先着順の申し込
みで時間の記載のないものは午前９時から受付
▶申し込み・問い合わせなどで住所・電話番号
の記載がないものは市役所へ（業務日・時間は
月～金曜日午前９時～午後５時30分、祝休日・
年末年始を除く）
◉環境への配慮から、催しなどへの来場はでき
るだけ公共交通機関のご利用を。
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井
い の う え

上 麻
ま

央
お

里
り

さん
（西中学校）

お互いの立場を理解することが
平和への第一歩
正しい歴史を学び、一方の偏った歴史観だ
けではなく、お互いの立場を理解することが
平和への第一歩ではないでしょうか。世界で
は内戦が続き、罪のない住民が命を奪われ
ている国もありますが、日本は毎日安心して
暮らせるので、とても幸せだなと思います。

この国が平和であるよう
３年後に投票したい
原爆が投下されて70年が経過した今でも
放射能に苦しめられている人がいると知り、
原爆の恐ろしさを実感しました。３年後には
選挙権が持てるようになるので、この国が平
和であるように考えて投票したい、それが平
和であるために大切なことだと思います。

戦争の悲惨さを
次の世代につなげることも必要
戦争のような大きな争いも小さなけんか
から始まるので、それをなくすことで、少
しでも平和に近づくのではないかと思い
ます。また、過去の戦争のことを学び、
正しい知識を得て、戦争の悲惨さを次の
世代につなげることも必要だと感じます。

人種差別やいじめが
なくなるのが本当の平和
世界中の人が戦争ではなく、議論をして
解決したら、戦争や紛争をなくせるので
はないでしょうか。戦争がなくなるだけ
ではなく、人種差別やいじめがなくなっ
て、世界中の人が気持ちよく生活できる
ことが本当の平和だと思います。

私たちの平和への思い 中学３年間の平和教育のとりまとめとして、修学旅行で広島、長崎の原爆資料館や平和公
園を訪れ、そこで感じたことや学んだこと、平和への思いなどを４人の生徒にお聞きしました。

　

今
年
で
終
戦
か
ら
70
年
が
た
ち
ま
し
た
。
月
日
は
流
れ
、戦
争
の
記
憶
を
残
す
人
々
は
年
々

少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
わ
た
し
た
ち
は
、
大
き
過
ぎ
る
戦
争
の
犠
牲
を
経
て
、
平
和
が
い

か
に
大
切
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。

　

平
和
は
当
然
に
手
に
入
る
も
の
で
は
な
く
、
一
人
ひ
と
り
が
、
戦
争
の
悲
惨
さ
を
知
り
、

平
和
を
願
う
こ
と
で
は
じ
め
て
実
現
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
子
ど
も
や
孫
の
世
代
、
そ
し
て
、
い
つ
ま
で
も
平
和
な
時
代
が
続
く
こ
と

を
願
い
、
戦
後
70
年
の
節
目
に
平
和
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

広島平和都市記念碑

�原爆資料館で二度と同じ悲劇が起こらないように誓いました（加賀田中：長崎）�被爆の体
験をされた下

しも

平
ひら

作
さく

江
え

さんのお話を聞きました（千代田中：長崎）�平和記念公園で千羽鶴を献
納しました（西中：広島）�学んだことや自分たちの思いを込めて平和宣言をしました（南花台中：
長崎）�國

くに

分
わけ

良
よし

徳
のり

さんに戦争体験を語ってもらいました（東中：広島）�原爆資料館で千羽鶴
を献納しました（美加の台中：長崎）　 　※（　）内は中学校名と訪問先▶長野中学校は次ページ
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地　区 墓地名 予定時間（午前）
原（無縁墓地） ６時 05分

三日市

喜多 ６時 20分

上田 ６時 30分

三日市 ６時 40分

片添 ６時 50分

天見 地蔵寺 ７時 05分

加賀田 東部 ７時 25分

高向・天野

日野 ７時 35分

滝畑 ７時 45分

下里 ８時 10分

高向 ８時 25分

長野・千代田・
小山田 極楽寺 ８時 45分

川上

延命寺 ９時 15分

石見川 ９時 45分

小深 ９時 55分

太井 10時 10分

鳩原西端 10時 25分

鳩原東端 10時 35分

観心寺 10時 45分

河合寺 11時 00分

◎戦没者墓地巡拝予定表◎

教育立市宣言シリーズ●62

学びを支えるOnlyかわちながの

全小学校の１年生から英語授業をスタート！
小学校英語のルーツ・河内長野市

　小学校の「英語科」は15年前、全国で本市の天野小学
校と他２校が研究開発校に指定されスタートし、平成23年
度からは、全国の小学校で 5年生から実施されています。
　市内の小学校では、英語教育のルーツが本市にある
ことから先進的に研究を進め、これまで 3 年生から英
語授業を実施してきました。そして今年度からは、市内
全小学校で 1年生から英語授業を開始しています。
　質の高い学びを進めるために、本市の英語授業には、

　高向小学校では、高向公民館
で書道に取り組んでいる団体の
人たちを講師に迎え、出前授業
を行いました。先生の数が多い
ので、子どもたち一人ひとりが
個別に習うことができ、充実した
時間を過ごすことができました。

☆ふれあい合
が っ こ う

校☆
公民館から先生が
やってくる

◀NETが低学年の子どもたちに、英語の絵
本を英語で読み聞かせしています。子ども
たちの様子を見ながら、ゆっくり話したり、
ジェスチャーを入れたりするので、1年生
から楽しんで英語を学ぶことができます。

外国人英語指導員「NET」が全ての小中学校に配置
されています。小学校では、いつもの慣れた担任の
先生から得られる安心感と、NET から得られるネイ
ティブの音声や文化への興味・関心が子どもたちの
英語授業の基礎・基本を作ります。中学校では、教
科として専門性を持つ教員とNET から、子どもたち
は本格的な英語を学び、個々の学力を高めています。
問い合わせ　学校教育課
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平
和
を
祈
念
し
て

黙
と
う
を

■
戦
没
者
を
追
悼
し
平
和
を
祈
念

す
る
日

　

８
月
15
日
㈯
正
午
に
サ
イ
レ
ン

を
１
分
間
鳴
ら
し
ま
す
の
で
、
黙

と
う
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
こ
の
日
に
東
京
の
日
本
武
道
館

で
行
わ
れ
る
全
国
戦
没
者
追
悼
式

に
は
、
市
遺
族
会
か
ら
３
人
が
出

席
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
生
活
福
祉
課

■
原
爆
投
下
時
刻
に
は
黙
と
う
を

　

原
爆
死
没
者
の
ご
冥
福
を
祈

り
、
世
界
の
恒
久
平
和
を
願
っ
て
、

次
の
日
時
に
は
１
分
間
の
黙
と
う

を
お
願
い
し
ま
す
。

図書館がオススメする

このほかにもお薦めの本がたくさんありますのでお問い合わせください。　問い合わせ　図書館（☎ 52-6933）

【一般向け】
改訂大阪大空襲 大阪が壊滅
した日
小
こ

山
やま

仁
ひ と し

示、東方出版
太平洋戦争の末期、大阪に大き
な被害をもたらした空襲の様子
が詳しく紹介されています。

平和を考える本

【中学・高校生向け】
花や咲く咲く
あさのあつこ、実業之日本社
モンペ、配給、隣組、空襲…。
今どきと変わらぬ、おしゃれ好
きな女学生が見た戦時の日常。

【児童向け】
パンプキン！模擬原爆の夏
令
れい

丈
じょう

ヒロ子、講談社
長崎に落とされた原爆と同じ形
をした爆弾が大阪にも落とされ
ていた。それを夏休みに調べる
子どもたちを描いた読み物です。

【中学・高校生向け】
銃声のやんだ朝に
ジェイムズ・リオーダン
原
はら

田
だ

勝
まさる

／訳、徳間書店
J-POPにも歌われている、クリス
マス休戦を題材にした物語。国境
を超える友情に胸を打たれます。

市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶▶

◎
広
島
原
爆
の
日

　

８
月
６
日
㈭
午
前
８
時
15
分

◎
長
崎
原
爆
の
日

　

８
月
９
日
㈰
午
前
11
時
２
分

問
い
合
わ
せ
　
人
権
推
進
課

戦
没
者
墓
地
を
巡
拝

　

市
内
の
戦
没
者
９
０
０
余
柱
を

慰
霊
す
る
た
め
、
８
月
13
日
㈭
に

左
表
の
予
定
で
戦
没
者
墓
地
を
巡

拝
し
ま
す
。
巡
拝
に
は
市
、
市
議

会
、
遺
族
会
、
社
会
福
祉
協
議
会

の
各
代
表
者
が
参
加
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
生
活
福
祉
課

※
本
紙
15
ペ
ー
ジ
の
カ
ラ
ー
記
事

も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▲長崎の平和公園で平和な世の中を願って合唱しました（長野中学校）

◉今月の焦点　平和を考える
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緊
急
避
難
場
所
な
ど
を

指
定
し
ま
し
た

問
い
合
わ
せ
　
危
機
管
理
課

市議会役員が改選
～正・副議長などが選ばれる～
　　６月の市議会定例会で、正・副議長をはじめ、

委員会の正・副委員長などの役員の選挙が行われました。

避
難
場
所
・
避
難
所
の
確
認
を

　

災
害
対
策
基
本
法
の
改
正
に
伴

い
、
既
存
の
避
難
場
所
・
施
設
を

見
直
し
、
災
害
の
種
別
（
洪
水
、

土
砂
災
害
、
地
震
、
大
規
模
な
火

事
）
ご
と
に
、「
緊
急
避
難
場
所
」

「
避
難
所
」「
福
祉
避
難
所
」
を
指

定
し
ま
し
た
。新
た
な
避
難
場
所
・

避
難
所
は
上
表
の
と
お
り
で
す
。

①
指
定
緊
急
避
難
場
所

　

災
害
の
危
険
か
ら
緊
急
的
に
避

難
し
、
身
の
安
全
を
守
る
た
め
の

場
所
（
広
域
避
難
場
所
・
一
時
避

難
場
所
・
指
定
避
難
所
が
該
当
）

②
指
定
避
難
所

　

大
規
模
災
害
時
に
被
災
者
が
一

定
期
間
滞
在
す
る
こ
と
が
で
き
る

施
設

③
指
定
福
祉
避
難
所

　

高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
指
定

避
難
所
で
は
生
活
に
支
障
を
き
た

す
人
た
ち
の
た
め
に
何
ら
か
の
特

別
な
配
慮
が
さ
れ
て
い
る
施
設

（
災
害
発
生
後
に
必
要
性
が
認
め

ら
れ
た
場
合
の
み
開
設
▽
ま
ず
は

お
近
く
の
指
定
避
難
所
へ
）

一人で悩まず 相談を
いきいきネット相談支援センターへ

　制度の谷間で生活に困難を抱えている人や、社会的に孤立している人を援助し、
誰もが住みやすい地域を目指す「コミュニティソーシャルワーカー（CSW）」。
　市では、「いきいきネット相談支援センター」に７人の CSW を配置し、本人や
家族などから寄せられる相談に応じています。地域で起きているあらゆる生活上
の問題を、様々な機関、住民と連携をとりながら、みなさんが住み慣れた地域で
安心して生活できるよう、支えていきます。

　

議
長
に
は
自
民
党
の
峯み

ね

満ま

寿す

人と

氏
（
43
歳
）、
副
議
長
に
は

政
新
ク
ラ
ブ
の
土ど

井い

昭あ
き
ら

氏
（
60

歳
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

峯
氏
は
３
期
目
。
副
議
長
や

監
査
委
員
、
議
会
運
営
委
員
会

委
員
長
、
福
祉
教
育
常
任
委
員

会
委
員
長
、
広
報
委
員
会
委
員

長
な
ど
を
歴
任
。
住
所
は
天
野

町
８
２
４
で
す
。

　

土
井
氏
は
２
期
目
。
監
査
委

員
や
総
務
常
任
委
員
会
委
員
長

な
ど
を
歴
任
。
住
所
は
清
見
台

１
の
14
の
１
で
す
。

　

ま
た
、
改
選
さ
れ
た
委
員
会

の
正
・
副
委
員
長
は
左
表
の
と

お
り
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
議
会
総
務
課

委員会名 委員長 副委員長
総務常任委員会 三島克則 武富唱子

都市環境・経済常任委員会 山本一男 宮本　哲

福祉教育常任委員会 丹羽　実 浦山宣之

予算常任委員会 武富唱子 三島克則

決算常任委員会 中村貴子 角野雄一

議会運営委員会 浦尾雅文 駄場中大介

広報委員会 浦山宣之 堀川和彦

避難場所・施設
災害種別

洪水 土砂
災害 地震 大規模

な火事

①
指
定
緊
急
避
難
場
所

広域避難場所 寺ケ池公園 ○ ○ ○ ○

一時避難場所
野作第１公園、清見台第１公園、美加の台第１公園、
美加の台第２公園、松ケ丘公園、汐の宮公園、南花
台第 10 公園、清見台第５公園、奥河内くろまろの郷

○ ○ ○ ○

②指定避難所

長野中学校、長野小学校、小山田小学校、あやた
ホール、保健センター、ノバティホール、ラブリー
ホール、キックス、東中学校、三日市小学校、川
上小学校、天見小学校、三日市幼稚園、天見公民
館、総合体育館、福祉センター、くすのかホール、
三日市市民ホール、千代田中学校、千代田小学校、
楠小学校、汐の宮保育園、千代田公民館、西中学校、
天野小学校、高向小学校、高向公民館、天野公民館、
滝畑ふるさと文化財の森センター、みのでホール、
加賀田中学校、加賀田小学校、石仏小学校、南花
台中学校、旧南花台西小学校、南花台小学校、南
花台公民館、美加の台中学校、美加の台小学校

○ ○ ○ ○

川上公民館 × × ○ ○

加賀田公民館 × ○ ○ ○

③指定福祉避難所 あやたホール、くすのかホール、福祉センター、
障がい者福祉センターあかみね ○ ○ ○ ○

峯満寿人議長土井昭副議長

相談日時　月～金曜日（祝休日を除く）午前 10 時～午後４時 30 分
相談方法　まずは電話でお近くのいきいきネット相談支援センター
（右表）へ（無料▷秘密厳守）
具体的な支援内容
◎地域に出向いて話を聞き、解決する方法を一緒に考えます。
◎地域住民の協力を得たり、制度・サービスを活用したりして、解決
に努めます。
◎悩みごとを抱えた本人と、様々な関係機関、専門相談窓口との仲介
や調整をします。
問い合わせ　生活福祉課

相談者・地域の声

◎「もっと早くCSWを知っていれば。多くの人
に紹介したい」（知人の紹介で相談された事例）

◎「こんなことを相談していいか迷ったけど、
話ができて良かった」（相談者の家族から聞いた
家屋の問題を解決することで、相談者に精神的
な落ち着きが見られた事例）

◎「私就職決まったんです。あの時周りのみん
なが私を責めたけど、あなただけが応援してく
れたから、一番先に伝えたかった」（相談者の親
の介護と自分の生活の両立を支援した事例）

◎「私のような人間に興味を持ってくれて、あ
りがとう」（相談者が自殺を思いとどまった事例）

◎「CSW と一緒に訪問することで、見守り活
動がよりきめ細やかになり心強い」（地域の民生
委員・福祉委員）

　
その悩みを身近な相談員に

　「何よりもまずあなたの思いを受け止めたいー」。
　公的な制度だけでは解決しない問題はたくさんありますが、
相談者が地域の中で受け止めてもらえるように、相手や周りの
人たちに寄り添い続ける「伴走型の支援」を心がけています。
　相談では、個別性を尊重し、現状とニーズの把握に努めます。
一緒に買い物に行ったり、市役所の手続きをしたりするなど、
相談者と決めた目標に沿って、時には柔軟に対応しています。
具体的な問題を地域で一緒に考える中で、支えてくれる人も
増えていきます。また、悩みや不安は
個人だけでなく、地域の課題であるこ
とも。あなたを支えることは地域のみ
なさんを支えることにもつながります。
まずは電話でご相談ください。

いきいきネット相談支援センター
CSW　奥

お く

村
む ら

 由
ゆ

記
き

 さん

◎いきいきネット相談支援センター◎
場　所 電話番号

市役所人権協会内  ☎ 53-1923
あやたホール内  ☎ 080-1459-3270
くすのかホール内  ☎ 090-5360-4213
千代田公民館内  ☎ 080-1527-4629
三日市公民館内  ☎ 090-5129-3516
天野公民館内  ☎ 090-5130-1862
加賀田公民館内  ☎ 080-1457-1416
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消
火
器
を

処
分
す
る
と
き
は

　

家
庭
で
不
用
と
な
っ
た
消
火
器

は
ご
み
で
出
す
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
平
成
22
年
か
ら
日
本
消
火
器

工
業
会
の
「
廃
消
火
器
リ
サ
イ
ク

ル
シ
ス
テ
ム
」
の
運
用
が
始
ま

り
、
消
火
器
の
引
き
取
り
や
適
正

処
理
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
効
率
的
な

回
収
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
ま
し

た
。消
火
器
を
処
分
す
る
場
合
は
、

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
処
分
し

て
く
だ
さ
い
。

①
特
定
窓
口
に
直
接
持
ち
込
む

か
引
き
取
り
を
依
頼
す
る
▽
市

内
の
特
定
窓
口
＝
輝ひ

か
り

電
気
防
災

設
備
（
小
塩
町
37
の
３
、
☎
62
・

３
０
５
８
）、
ユ
ニ
マ
ー
ト
大
阪

（
持
ち
込
み
の
み
▽
西
之
山
町
20
の

15
の
１
０
７
、
☎
54
・
３
０
８
０
）

②
指
定
引
取
場
所
に
直
接
持
ち
込

む
▽
最
寄
り
の
指
定
引
取
場
所
＝

ヤ
マ
ト
プ
ロ
テ
ッ
ク
㈱
大
阪
工
場

（
堺
市
美
原
区
木
材
通
２
の
２
の

38
、
☎
０
７
２・３
６
１・５
９
１
１
）

③
ゆ
う
パ
ッ
ク
に
よ
る
回
収
を
依

頼
す
る
▽
ゆ
う
パ
ッ
ク
専
用
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
１
２
０
・
８
２

２・３
０
６
）

※
費
用
な
ど
は
事
前
に
各
窓
口
に

問
い
合
わ
せ
を
。

問
い
合
わ
せ
　
環
境
衛
生
課

ご
み
置
き
場
の

巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

■
今
年
度
か
ら
持
ち
去
ら
れ
る
可

能
性
の
あ
る
ご
み
を
合
わ
せ
て
回
収

　

市
で
は
、
ご
み
置
き
場
か
ら
粗

大
ご
み
や
資
源
ご
み
を
持
ち
去
る

行
為
者
に
対
す
る
巡
回
パ
ト
ロ
ー

ル
を
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
委
託
し
実
施
し
て
い
ま
す
。
今

年
度
か
ら
は
パ
ト
ロ
ー
ル
に
加

え
、
持
ち
去
ら
れ
る
可
能
性
の
あ

る
ご
み
を
回
収
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
環
境
衛
生
課

　

水
道
水
は
塩
素
で
消
毒
し
て
い

ま
す
が
、
時
間
の
経
過
に
よ
り
塩

素
の
成
分
が
薄
れ
て
き
ま
す
。
早

朝
や
長
期
の
旅
行
の
後
な
ど
は
、

給
水
管
に
滞
留
す
る
こ
と
で
消
毒

効
果
が
薄
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
給
水
管
に
鉛
管
が
使
わ
れ

て
い
る
と
、
鉛
が
ご
く
わ
ず
か
な

が
ら
溶
け
出
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
通
常
の
使
用
で
は
問

題
あ
り
ま
せ
ん
が
、
長
時
間
使
用

し
な
か
っ
た
水
道
を
使
う
場
合
は
、

念
の
た
め
バ
ケ
ツ
１
杯
程
度
の
水

を
飲
み
水
以
外
の
用
途
に
お
使
い

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
水
道
課

貯
水
槽
水
道
の
維
持
管
理
に

努
め
ま
し
ょ
う

　

ビ
ル
や
マ
ン
シ
ョ
ン
、
病
院
な

ど
の
多
く
は
、
貯
水
槽
（
受
水

槽
・
高
置
水
槽
）
を
通
じ
て
給
水

し
て
い
ま
す
。
貯
水
槽
の
設
置
者

は
、
良
質
な
水
道
水
の
確
保
の
た

め
維
持
管
理
を
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
、

貯
水
槽
水
道
の
適
正
な
維
持
管
理

に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

■
定
期
的
な
点
検
・
清
掃
を

　

貯
水
槽
の
管
理
が
不
十
分
に
な

る
と
、
ご
み
や
異
物
の
混
入
、
さ

び
の
発
生
な
ど
で
水
が
汚
れ
る
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
次
の
こ
と
を

中
心
に
、
定
期
的
な
点
検
・
清
掃

を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
貯
水
槽
周
辺
の
点
検
・
清
掃
▼
貯

水
槽
の
施
錠
や
亀
裂
の
有
無

▼
水

中
・
水
面
の
浮
遊
物
の
有
無

▼
オ
ー

バ
ー
フ
ロ
ー
管
や
通
気
管
に
設
置
さ

れ
て
い
る
防
虫
網
の
状
態

▼
蛇
口
か

ら
出
る
水
の
色
や
濁
り
、
に
お
い
、
味

■
水
道
水
に
異
常
が
あ
っ
た
ら

　

速
や
か
に
給
水
を
停
止
し
て
利

用
者
に
知
ら
せ
る
と
と
も
に
、
水

道
課
ま
た
は
環
境
政
策
課
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
水
道
課
ま
た
は
環

境
政
策
課

水
道
水
の
給
水
装
置
を

適
正
に
維
持
管
理
し
ま
し
ょ
う

　

水
道
水
は
、
左
図
の
方
式
で
各

家
庭
な
ど
に
給
水
し
て
い
ま
す
。

配
水
管
か
ら
各
家
庭
に
引
き
込
ん

で
い
る
管
は
、
所
有
者
ま
た
は
使

用
者
の
費
用
で
維
持
管
理
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
基
本
と
な
り
ま
す

し
た
内
容
は
有
効
で
、
解
約
は
困

難
で
す
。
修
繕
工
事
を
す
る
時
は
、

そ
の
場
で
す
ぐ
に
契
約
せ
ず
、
複

数
の
業
者
か
ら
見
積
も
り
を
取
る

な
ど
し
て
、
工
事
内
容
や
金
額
に

納
得
し
て
か
ら
契
約
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
悪
質
な
事
業
者
に

つ
け
込
ま
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

次
の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
漏
水
修
繕
が
で
き
る
指
定
事
業

者
を
事
前
に
水
道
料
金
セ
ン
タ
ー

（
市
役
所
内
、
☎
53
・
６
６
２
１
）

で
調
べ
る
。

◎
水
漏
れ
な
ど
は
、
止
水
栓
を
止

め
る
こ
と
で
一
時
的
に
対
応
で
き

る
こ
と
が
多
い
の
で
、
普
段
か
ら

止
水
栓
の
位
置
を
確
認
す
る
。

◎
業
者
に
依
頼
す
る
時
は
、
工
事

内
容
が
無
料
か
有
料
か
を
は
っ
き

り
確
認
す
る
。

問
い
合
わ
せ
　
水
道
課

◉ペットボトルなどの回収
ところ ペット

ボトル
飲料用
紙パック

発泡スチロ
ールトレイ

イズミヤ河内長野店 ● ● ●
サンプラザ三日市駅前店 ● ● ●
サンプラザ河内長野店 ● ● ●
西友千代田店・生鮮市場ばんばん ● ● ●
オークワ河内長野店 ● ● ●
関西スーパー河内長野店 ● ● ●
松源河内長野店 ● ● ●
コノミヤ南花台店 ● ● ●
コノミヤ北青葉台店 ● ● ●
デイリーカナートはやし美加の台店 ● ● ●
いずみ市民生協河内長野支所
（毎月第３金曜日午前10時〜正午） ー ● ー

★回収時間は業務時間中（いずみ市民生協河内長
野支所を除く）。

★回収ボックスに汚れたままのものや異物を入
れないでください。

◉食用廃油の回収
ところ ８月 ９月

千代田公民館 10日 14日
南花台公民館 20日 17日
高向公民館 ー 16日
加賀田公民館 14日 ー
三日市公民館 28日 ー
くすのかホール ー 28日
あやたホール 24日 ー

★回収時間は午前10時～ 11時▷千代田・南花
台公民館は午前11時 30分まで。

★エンジンオイルなどの鉱物油は絶対混入しな
いでください。

★食用廃油回収協力店を募集中▷協力いただけ
る店舗は環境政策課へご連絡ください。

◉食用廃油回収協力店舗名
店舗名 所在地 回収日 回収時間

もらん亭 上原西町 平日 午後１時〜６時
小深の里天狗食堂 小 深 金 午前８時〜午後４時
麺坊万作 南花台 木 午前11時〜午後５時
麺坊蕎麦博 南貴望ケ丘 火 午前11時〜午後５時
米のきのした 北青葉台 日 午前10時〜午後６時
河南食糧小山田店 荘園町 営業日 午前７時〜午後８時
加賀田米穀店 加賀田 火 午前８時30分〜午後７時 30分
八重別館 末広町 水 午前８時〜正午
千代田米穀店 松ケ丘東町 木 午前９時〜午後５時
天野山米穀店 上原町 平日 午前９時〜午後７時

市長表彰候補者のご推薦を

　みなさんの周りで、永年（10年以上日常的に継続）の善行
や功績など、市民の模範として活動を続けている個人や団体が
おられましたら、次の要領で推薦してください。関係団体に照
会のうえ、市長表彰審
査会で厳正に審査し、
11月３日「文化の日」
に表彰します。
推薦方法　推薦する
善行者（団体）の住所、
氏名（名称）、善行の
内容、あなたの住所、
氏名、電話番号を記
入して８月17日（必着）までに封書で秘書課へ
※様式は同課で配布▷市ホームページにも掲載しています。
問い合わせ　秘書課

の
で
、
適
正
な
維
持
管
理
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
漏
水
を
発
見
し
た
場
合

は
、
水
道
料
金
セ
ン
タ
ー
（
市
役

所
内
、
☎
53
・
６
６
２
１
）
へ
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。
漏
水
の
調
査

に
お
伺
い
し
ま
す
。
漏
水
な
ど
の

際
に
一
部
無
償
で
修
繕
で
き
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
を
。

問
い
合
わ
せ
　
水
道
課

悪
質
な
訪
問
販
売
や

修
繕
工
事
に
ご
注
意
を

　
「
こ
の
地
域
の
水
道
管
の
洗
浄

を
し
て
い
る
」
な
ど
強
引
な
勧
誘

を
す
る
事
例
が
増
え
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
敷
地
内
の
水
道
管
の
洗

浄
や
貯
水
槽
の
清
掃
、
浄
水
器
の

販
売
な
ど
は
一
切
行
っ
て
い
ま
せ

ん
。
悪
質
な
訪
問
販
売
に
は
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
な
お
、
市
職
員
は

職
員
証
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。
不

審
に
思
わ
れ
た
時
は
職
員
証
の
提

示
を
求
め
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
修
繕
工
事
の
際
、
必
要

の
な
い
部
分
ま
で
修
繕
を
勧
め
た

り
、
法
外
な
金
額
を
請
求
し
た
り

す
る
悪
質
な
事
例
も
増
え
て
い
ま

す
。
市
価
に
比
べ
て
高
額
で
あ
る

と
分
か
っ
て
も
、
い
っ
た
ん
契
約

水
道
水
を
よ
り
安
全
に

ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
に

暮
ら
し

暮らし 市政と関連情報 モックル生活ガイド
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税 金 保険年金

で
す
。ま
ず
、消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
金
融
・
保
険
サ
ー
ビ
ス

　

フ
リ
ー
ロ
ー
ン
・
サ
ラ
金
に
関

す
る
相
談
が
20
件
（
同
18
件
）、

フ
ァ
ン
ド
型
投
資
商
品
に
関
す
る

相
談
が
15
件
（
同
14
件
）
あ
り
ま

し
た
。
公
社
債
に
関
す
る
相
談
は

14
件
（
同
７
件
）
と
倍
増
し
て
お

り
、
今
後
注
意
が
必
要
で
す
。

◎
教
養
娯
楽
品

　

新
聞
購
読
契
約
に
関
す
る
相
談

は
32
件
（
同
40
件
）
で
教
養
娯
楽

品
全
体
の
約
３
分
の
１
を
占
め
て

い
ま
す
。

◎
被
服
品

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
に
よ
る

靴
・
バ
ッ
グ
な
ど
の
購
入
に
関
す

る
ト
ラ
ブ
ル
が
23
件
（
同
20
件
）

あ
り
ま
し
た
。

◎
そ
の
他

　

土
地
・
建
物
・
設
備
29
件
、
車

両
・
乗
り
物
21
件
の
ほ
か
、
修
理
・

補
修
サ
ー
ビ
ス
22
件
、
教
養
・
娯

楽
サ
ー
ビ
ス
21
件
、
レ
ン
タ
ル
・

リ
ー
ス
・
貸
借
18
件
な
ど
、
役
務

に
関
す
る
相
談
が
多
く
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

市
税
な
ど
は

納
期
限
ま
で
に
納
付
を

　

市
・
府
民
税
第
２
期
分
の
納
期

限
は
８
月
31
日
㈪
で
す
。
納
期
限

ま
で
に
、
金
融
機
関
や
郵
便
局
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
納
付

額
30
万
円
ま
で
）
な
ど
で
納
付
し

て
く
だ
さ
い
（
手
数
料
不
要
）。

コ
ン
ビ
ニ
で
は
、
夜
間
・
休
日
を

問
わ
ず
納
付
で
き
ま
す
。
ま
た
、

安
全
・
簡
単
・
確
実
な
口
座
振
替

も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

税
務
課
納
税
係

個
人
事
業
税
第
１
期
分
は

８
月
31
日
ま
で
に

　

個
人
事
業
税
第
１
期
分
の
納
期

限
は
８
月
31
日
㈪
で
す
。
納
期
限

ま
で
に
、
最
寄
り
の
金
融
機
関
な

ど
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
（
手
数

料
不
要
）。
ま
た
、
便
利
で
安
心
・

安
全
な
口
座
振
替
も
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

南
河
内
府
税
事
務
所

（
☎
25
・
１
１
３
１
）

平成 26 年度消費生活相談の状況
■商品・サービス別

区分 件数（前年度）
運輸・通信サービス 265（231)
金融・保険サービス 90（79）
教養娯楽品 87（97）
被服品 57（54）
住居品 52（48）
食料品 50（82）
保健・福祉サービス 46（35）
工事・建築・加工 44（55）
商品一般 34（39）
保健衛生品 31（31）
その他 256（298）

合計 1,012（1,049）   

国
民
健
康
保
険
の

日
曜
臨
時
窓
口
を
開
設

■
平
日
お
忙
し
い
人
は
ご
利
用
を

と
き　

８
月
23
日
㈰
午
前
９
時
～

午
後
５
時
30
分　

と
こ
ろ　

保
険
年
金
課　

内
容　

国
保
の
届
け
出
や
保
険
料

の
納
付
、
納
付
相
談
な
ど

※
必
要
書
類
な
ど
は
問
い
合
わ
せ
を
。

問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
課

平成26年度の市の消費生活相談の状況や、
よくあるトラブル事例の状況と対策についてお知らせします。

問い合わせ　消費生活センター（☎ 56-0700）

　　　　「消費生活センターだと思ったら
            民間事業者で、費用の請求をされた」

　スマートフォンでアダルトサイトに入ってしまい、動画の
再生ボタンを押したら「登録完了。今日中に年会費 9 万円
を支払え」と表示された。退会しようとサイトに電話をする
と「すでに登録になっている。17 時までに振り込むように」
と言われた。慌てて「消費生活センター」をインターネット
で検索して電話をかけたつもりが民間事業者だった。「５万円支払えばサ
イトとの交渉をします」と言われ、驚いて電話を切った。

【アドバイス】
◎消費生活センターに相談するためにインターネット検索をして、広告
欄と気付かず表示された相談機関に電話すると民間事業者にかかり、費
用を請求されたという事例が発生しています。
◎消費生活センターへの相談は無料です。日頃からセンターの電話番号
をメモに控えておいたり、スマートフォンに登録したりしておきましょう。
また、消費者ホットライン（右参照）でも相談先の案内をしています。

詐欺にあったかも？
海外通販のトラブル

　海外ブランドのバッグをインター
ネットで注文した。日本語で書かれ
たサイトなのに振込口座は外国人名
義だったので不審に思ったが、代金

を振り込んだ。その後２週間待っても商品が届かず、
事業者に何度もメールを送っているが何の連絡もない。

【アドバイス】
◎海外事業者の運営サイトであっても日本語で書かれて
いることがあります。サイト内の日本語が不自然、振込
口座が外国人名義などの場合は、特に注意が必要です。
◎海外通販で送られてくる商品が模倣品だったという
トラブルも増えています。また、模倣品の輸入の場合、
消費者が法律違反に問われる恐れもあります。
◎連絡先がメールアドレスしか記載のないサイトでの取
引は危険です。代金を振り込んだ後、連絡が取れなくな
るケースも多く、返品・交換を求めることも不可能です。
◎不審に思ったら、国民生活センター越境消費者セン
ター (http://ccj.kokusen.go.jp) や消費生活センター
に相談してください。

　　　「老人ホームの入居に名義を貸して」

　知らない事業者から「そちらの
市に老人ホームが新しくできる。
入居権のある人にホームのパンフ
レットが届くので、届いたら連絡
をください」と電話があった。翌
日届いたので連絡すると「入居さ
せたい人がいるが、その人には権利が無いので、あな
たの権利を譲ってくれないか。申込書を送るので名前
などを記入して送ってほしい」と言われ、そのとおり
にした。3 日後に老人ホームを名乗る電話があり「名
義貸しは違法行為で、あなたは警察に逮捕される。
200 万円支払えば名前を削除する」と言われた。どう
したらよいか。

【アドバイス】　
◎老人ホーム入居権などに関する劇場型勧誘が続いてい
ます。不審な電話は相手にせず、すぐに切ってください。
◎「名義貸し」は罪に問われる恐れもあります。それに
加えて、後から様々な理由をつけて金銭を要求されます。
お金を払ってしまうと、取り戻すことは困難です。不安
に感じても、絶対にお金を払わないようにしましょう。

■販売方法別

■性別・年代別

　

平
成
26
年
度
に
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
た
相
談
は
１
０

１
２
件
で
、
25
年
度
よ
り
37
件
減

少
し
ま
し
た（
左
表
参
照
）。商
品
・

サ
ー
ビ
ス
別
の
相
談
内
容
の
特
徴

は
次
の
と
お
り
で
す
。
ま
た
、
販

売
方
法
別
、
性
別
・
年
代
別
の
内

訳
は
左
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。

◎
運
輸
・
通
信
サ
ー
ビ
ス

　

ト
ッ
プ
は
電
子
情
報
提
供
サ
ー

ビ
ス
の
１
７
１
件
（
前
年
度
１
５

７
件
）
で
、
前
年
度
よ
り
増
加
し

て
い
ま
す
。そ
の
中
で
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
請

求
は
92
件
（
同
69
件
）
で
し
た
。

「
登
録
完
了
画
面
」
や
「
請
求
画

面
」
が
表
示
さ
れ
て
も
、
慌
て
て

事
業
者
に
連
絡
す
る
の
は
絶
対
に

や
め
ま
し
ょ
う
。
新
た
な
個
人
情

報
を
知
ら
せ
る
こ
と
に
な
り
危
険

国
民
健
康
保
険

運
営
協
議
会
を
開
催
し
ま
す

と
き　

８
月
27
日
㈭
午
後
１
時
30

分
～　

と
こ
ろ　

市
役
所

内
容　

協
議
会
会
長
の
選
任
、
国

保
運
営
状
況
の
報
告
な
ど

※
10
人
ま
で
傍
聴
可
（
先
着
順
）。

問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
課

｢

年
金
情
報
流
出｣

を

口
実
に
し
た
犯
罪
に
ご
注
意
を

日
本
年
金
機
構
を
名
乗
っ
て

口
座
番
号
を
聞
き
出
そ
う
と
し
た

り
、「
流
出
し
た
個
人
情
報
を
削

除
し
て
あ
げ
る
」
と
持
ち
か
け
た

り
す
る
者
が
現
れ
て
い
ま
す
。

◎
日
本
年
金
機
構
か
ら
、
こ
の
件

で
電
話
や
メ
ー
ル
で
連
絡
す
る
こ

と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
日
本
年
金
機
構
が
、
こ
の
件
で

お
金
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
要

求
し
た
り
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
お

願
い
し
た
り
す
る
こ
と
は
一
切
あ

り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ　

日
本
年
金
機
構
専

用
電
話
窓
口
（
☎
０
１
２
０
・
８

１
８
２
１
１
）

税
金

保
険
年
金 トラブル

事例３

トラブル
事例２

トラブル
事例１

「消費者ホットライン」
～嫌や（188）！泣き寝入り～

　契約、悪質商法、製品・
食品やサービスによる事故
などの相談は消費者ホット
ライン（局番なし 188 番）
までお電話を。

暮らし

悪質商法にご注意を !!
市政と関連情報 モックル生活ガイド
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保
健
セ
ン
タ
ー
で
実
施
す
る

が
ん
検
診
（
有
料
）

検
診
内
容
・
対
象　

大
腸
が
ん
・

胃
が
ん
・
肺
が
ん
の
各
検
診
＝
40

歳
以
上
の
市
民
、
乳
が
ん
の
検
診

＝
40
歳
以
上
で
平
成
27
年
度
に
奇

数
年
齢
に
な
る
か
平
成
26
年
度
に

未
受
診
の
女
性
市
民

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

費
用　

大
腸
が
ん
・
肺
が
ん
＝
各

５
０
０
円
、
胃
が
ん
・
乳
が
ん
＝

各
１
０
０
０
円

申
し
込
み　

電
話
で
同
セ
ン
タ
ー

へ
（
先
着
順
）
▽
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
申
し
込
み
可

※
実
施
日
は
４
月
に
配
布
し
た

「
す
こ
や
か
健
康
年
間
事
業
案
内
」

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
参
照

を
▽
生
活
保
護
世
帯
の
人
は
費
用

免
除
制
度
が

あ
り
ま
す
。

医
療
機
関
で
実
施
す
る

が
ん
検
診
（
有
料
）

検
診
内
容
・
対
象　

大
腸
が
ん
・

胃
が
ん
・
肺
が
ん
の
各
検
診
＝
40

歳
以
上
の
市
民
、
乳
が
ん
検
診
＝

40
歳
以
上
で
平
成
27
年
度
に
奇
数

年
齢
に
な
る
か
平
成
26
年
度
に
未

受
診
の
女
性
市
民
、
子
宮
頸け

い

が
ん

検
診
＝
20
歳
以
上
の
女
性
市
民

と
こ
ろ　

取
扱
医
療
機
関
（
４
月

に
配
布
し
た
「
す
こ
や
か
健
康
年

間
事
業
案
内
」
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
参
照
を
）

費
用　

大
腸
が
ん
・
肺
が
ん
＝
各

５
０
０
円
、
胃
が
ん
・
乳
が
ん
・

子
宮
頸
が
ん
＝
各
１
０
０
０
円

申
し
込
み　

大
腸
が
ん
・
胃
が
ん
・

肺
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
の
各
検
診

＝
取
扱
医
療
機
関
へ
直
接
予
約
、

乳
が
ん
検
診
＝
寺
元
記
念
病
院
へ

直
接
予
約

※
生
活
保
護
世
帯
の
人
は
事
前
に

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
問
い
合
わ
せ
を
。

■
10
～
11
月
の
乳
が
ん
検
診
の
申

し
込
み
（
大
阪
南
医
療
セ
ン
タ
ー

実
施
分
）

対
象　

40
歳
以
上
で
平
成
27
年
度

に
奇
数
年
齢
に
な
る
か
平
成
26
年

度
に
未
受
診
の
女
性
市
民

と
き　

毎
月
第
２
・
４
土
曜
日

費
用　

１
０
０
０
円

申
し
込
み　

８
月
14
日
ま
で
に
電

話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
（
抽
選
）

▽
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
し

込
み
可

※
定
員
を
超
え
た
場
合
、
第
３
土

曜
日
（
医
師
診
察
）
と
そ
の
前
の

平
日
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
）
の
２

日
間
コ
ー
ス
を
設
定
し
ま
す
▽
各

日
定
員
あ
り
（
抽
選
）
▽
生
活
保

護
世
帯
の
人
は
事
前
に
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
問
い
合
わ
せ
を
。

た
ば
こ
相
談
（
予
約
制
）

対
象　

た
ば
こ
を
や
め
た
い
市
民

と
き　

８
月
24
日
㈪
午
後
２
時
～

４
時

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　

卒
煙
方
法
の
ア
ド
バ
イ
ス

な
ど

申
し
込
み　

電
話
で
同
セ
ン
タ
ー
へ

理
学
療
法
士
に
よ
る

相
談
（
予
約
制
）

　

理
学
療
法
士
が
個
人
に
合
っ
た

運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
ま
す
。

対
象　

介
護
認
定
を
受
け
て
い
な

い
40
歳
以
上
の
市
民
▽
利
用
は
原

則
１
回
の
み

と
き　

９
月
25
日
㈮
午
前
９
時
30

分
～
正
午

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー
▽
自
宅

へ
の
訪
問
も
で
き
ま
す

申
し
込
み　

電
話
で
同
セ
ン
タ
ー
へ

歯
っ
ぴ
ー
ス
マ
イ
ル
教
室

と
き　

９
月
２
日
㈬
午
後
１
時
30

分
～
３
時

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　

歯
科
衛
生
士
の
話
、
唾だ

液え
き

検
査
に
よ
る
歯
肉
の
健
康
チ
ェ
ッ

ク
、
歯
み
が
き
実
習
な
ど

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

８
月
５
日
か
ら
電
話

で
同
セ
ン
タ
ー
へ

健
康
づ
く
り
推
進
員
の

体
操
教
室

　

筋
力
ア
ッ
プ
や
体
力
づ
く
り
を

し
ま
し
ょ
う
。

と
き　

９
月
３
日
㈭
午
後
２
時
～

３
時
30
分

と
こ
ろ　

キ
ッ
ク
ス

定
員　

50
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

８
月
５
日
か
ら
電
話

で
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

食
生
活
改
善
推
進
員

養
成
講
座

　

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、

健
康

問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

〒
586-

０
０
１
２
菊
水
町
２
の
13

（
☎
55
・
０
３
０
１
）

※
対
象
の
記
載
が
な
い
同
セ
ン

タ
ー
の
事
業
は
市
民
が
対
象
。

食
生
活
を
通
し
た
健
康
づ
く
り
の

活
動
や
食
育
の
普
及
活
動
を
実
践

す
る
「
食
生
活
改
善
推
進
員
」
の

養
成
講
座
で
す
。

と
き　

①
９
月
１
日
㈫
・
②
８
日

㈫
・
③
13
日
㈰
・
④
24
日
㈭
・
⑤

29
日
㈫
、
⑥
10
月
７
日
㈬
▽
時
間

は
午
後
１
時
30
分
～
４
時
（
③
は

午
後
０
時
30
分
～
３
時
、
⑤
は
午

前
10
時
～
午
後
１
時
30
分
）
▽
６

回
シ
リ
ー
ズ

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー
（
③
は

キ
ッ
ク
ス
）　　

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

１
１
８
８
円
（
テ
キ
ス

ト
代
）、
５
０
０
円
（
材
料
費
）

申
し
込
み　

８
月
５
日
か
ら
電
話

で
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

風しん抗体検査（予約制）

■８月は対策強化月間
▶対象　妊娠を希望する女性とその配偶者、
妊婦の配偶者　▶とき　８月４日㈫・11日㈫・
18日㈫　▶申し込み　電話で富田林保健所へ
問い合わせ　富田林保健所地域保健課

（☎23-2684）

救
命
講
習
会

■
９
月
９
日
は
「
救
急
の
日
」

　

大
阪
南
医
療
セ
ン
タ
ー
医
師
が

心
停
止
の
予
防
に
つ
い
て
お
話
し

し
ま
す
。
ま
た
、
救
急
隊
員
の
指

導
に
よ
る
救
命
講
習
も
行
い
ま
す
。

対
象　

小
学
５
年
生
以
上

と
き　

９
月
６
日
㈰
午
前
10
時
～

正
午

と
こ
ろ　

大
阪
南
医
療
セ
ン
タ
ー

（
木
戸
東
町
）

定
員　

１
０
０
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

８
月
５
日
か
ら
電
話

か
電
子
メ
ー
ル
（kita-kyukyu@

city.kaw
achinagano.lg.jp

▽

参
加
者
全
員
の
住
所
、
氏
名
、
ふ

り
が
な
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号

を
記
入
）
で
消
防
署
へ
▽
消
防
本

部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
し
込

み
可

問
い
合
わ
せ　

消
防
署
北
出
張
所

（
☎
55
・
１
２
４
５
）

平
成
27
年
上
半
期

火
災
・
救
急
・
救
助
概
況

　

平
成
27
年
上
半
期（
１
～
６
月
）

の
火
災
・
救
急
・
救
助
概
況
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

■
火
災
～
発
生
件
数
は
減
少

　

発
生
件
数
は
14
件
（
前
年
同
期

16
件
）、
損
害
額
は
２
１
７
８
万

９
０
０
０
円
（
同
６
２
４
万
１
０

０
０
円
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
負

傷
者
は
２
人
（
同
２
人
）、
死
者

は
１
人
（
同
０
人
）
で
す
。
種
類

別
・
原
因
別
の
火
災
発
生
状
況
は

右
下
表
の
と
お
り
で
す
。

■
救
急
～
１
日
に
約
13
件
出
動

　

出
動
件
数
は
２
３
５
０
件
（
同

２
３
６
１
件
）
で
、
１
日
平
均
13

件
の
出
動
と
な
っ
て
い
ま
す
。
事

故
種
別
は
、
急
病
が
１
５
０
２
件

で
全
体
の
64
％
を
占
め
、
以
下
一

般
負
傷
４
２
５
件
、
交
通
事
故
１

９
７
件
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

搬
送
人
数
は
２
０
５
３
人
（
同
２

０
６
８
人
）
で
、
傷
病
程
度
別
で

は
軽
症
が
１
０
４
０
人
と
全
体
の

51
％
を
占
め
、
以
下
中
等
症
９
４

０
人
、
重
症
34
人
、
死
亡
39
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。

■
救
助
～
件
数
・
人
数
と
も
に
増
加

　

出
動
件
数
は
31
件
（
同
22
件
）

で
、救
助
人
数
は
17
人
（
同
12
人
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

消
防
本
部
警
防
課

（
☎
53
・
７
７
９
９
）

安
全
安
心

◉火災発生の状況◉
種類別 件数（前年） 原因別 件数（前年）

建
物
火
災

全焼 １（０）たき火 ２（１）
半焼 ０（０）たばこ ２（０）
部分焼 ４（２）こんろ １（３）
ぼや ４（８）ストーブ １（０）
爆発 ０（０）電気機器 １（１）

林野火災 ０（１）排気管 １（０）
車両火災 ３（１）配線器具 １（０）
その他の火災 ２（４）その他不明など ５（11）

▲実習に取り組む参加者（写真は昨年の様子）

ルールを守って楽しい花火

■花火遊びは迷惑にならない場所と時間と後始末
①注意書きをよく読み、必ず守る。
②人や家に向けたり、燃えやすい
もののある場所で遊んだりしない。
③風の強い時や深夜はしない。
④消火のための水を用意する。
⑤大人と一緒に遊ぶ。
⑥たくさんの花火に一度に火をつけない。
⑦正しい位置・方法で火をつける。手持ちの筒花火は、
手の位置に注意。
⑧吹き出し、打ち上げなど筒もの花火は、途中で火が消
えてものぞかない。また、火をつける時も筒先に顔や手
を出さない。
⑨花火をポケットに入れたり、ほぐして遊んだりしない。
⑩花火遊びが終わったら、ごみは必ず持ち帰る。

古い扇風機の出火にご注意を

　古い扇風機を長年使用してい
ると、熱・湿気・ほこりなどの
影響により部品が経年劣化し、
発煙・発火する恐れがあります。
古い製品があれば、型式・製品
番号を確認し、メーカーに使用
の可否を問い合わせてください。
また、使用中に次のような症状
がみられる場合は、販売店また
はメーカーに相談してください。
▶スイッチを入れてもファンが回らない　▶ファンの回
転が遅い・不規則　▶回転時に異常な音や振動がする　
▶モーター部分が異常に熱い・焦げくさいにおいがする
▶電源コードが折れ曲がり破損している　▶電源コード
に触れるとファンが回ったり回らなかったりする
問い合わせ　消防本部予防課（☎ 53-3699）

安全安心 健康 市政と関連情報 モックル生活ガイド



シリーズ人権 連 載

「みっともない」
それとも「頑張ったね」　 第４回

KAORU
KUSUNOKI

楠木 薫

８月は
「こども110番月間」です

　地域の子どもは地
域で守り、子どもた
ちが安心して暮らせ
る環境を確保するた
めに「こども１１０番」
運動を推進していま
す。家庭や地域のみ
なさんで子どもたち
を守りましょう。
問い合わせ　青少年育成課（キックス内、
☎54-0005）
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東
京
浅
草
生
ま
れ
の
女
優
で
あ

り
随
筆
家
で
あ
る
沢
村
貞
子
さ
ん

の
著
書
に
「
老
い
の
楽
し
み
」
が

あ
り
ま
す
。
貞
子
さ
ん
が
小
学

２
年
生
時
の
最
後
の
通
信
簿
が

「
オ
ー
ル
５
」
で
、
た
い
へ
ん
嬉

し
く
て
急
い
で
家
に
帰
り
、
台
所

で
煮
物
を
し
て
い
る
母
に
得
意
満

面
に
見
せ
た
時
の
話
が
、
次
の
よ

う
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
「『
先
生
に
褒
め
ら
れ
た
の
。
貞

子
は
特
別
に
よ
く
で
き
る
っ
て
』
母

は
、『
へ
え
、
そ
う
か
い
』
と
言
っ

た
だ
け
で
、
振
り
向
い
て
も
く
れ

ま
せ
ん
。
私
は
少
し
悔
し
く
て
、

思
わ
ず
、『
で
き
な
い
子
だ
っ
て
大

勢
い
る
の
よ
。
隣
に
住
ん
で
い
る
初

ち
ゃ
ん
は
ね
、算
術
が
で
き
な
く
て
、

先
生
に
う
ん
と
叱
ら
れ
て
…
』
と

言
い
か
け
た
途
端
に
母
は
振
り
向

い
て
、『
つ
ま
ら
な
い
こ
と
は
、
お

言
い
で
な
い
よ
。
人
間
は
、
学
校
の

勉
強
さ
え
で
き
れ
ば
、
そ
れ
で
い

い
っ
て
わ
け
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
う
。
初

ち
ゃ
ん
は
、
算
術
は
苦
手
か
も
し

れ
な
い
け
ど
、
小
さ
い
弟
た
ち
の

面
倒
は
よ
う
み
る
し
、
ご
飯
の
支

度
だ
っ
て
、
お
前
よ
り
ず
っ
と
上
手

だ
よ
。
人
そ
れ
ぞ
れ
、
ど
こ
か
い
い

と
こ
ろ
が
あ
る
ん
だ
か
ら
ね
。
先

生
に
ち
ょ
っ
と
褒
め
ら
れ
た
く
ら

い
で
、
特
別
だ
な
ん
て
、
い
い
気
に

な
る
ん
じ
ゃ
な
い
よ
。
み
っ
と
も
な

い
』
と
、
母
に
本
気
で
叱
ら
れ
た

の
で
す
。
急
に
恥
ず
か
し
く
な
り
、

握
り
し
め
て
い
た
通
信
簿
を
そ
っ

と
背
中
に
隠
し
ま
し
た
。『
特
別
と

い
う
言
葉
が
嫌
い
に
な
っ
た
の
は
、

あ
の
時
か
ら
の
よ
う
な
気
が
し
ま

す
』」
と
回
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
み
っ
と
も
な
い
」
と
は
、「
見

た
く
も
な
い
」
か
ら
転
じ
た
言
葉

で
す
。
私
で
し
た
ら
、
き
っ
と
「
よ

く
頑
張
っ
た
ね
」
と
褒
め
た
で
し
ょ

う
。
ま
た
、
わ
が
子
が
友
達
の
こ

と
を
引
き
合
い
に
出
し
て
き
た
ら
、

お
母
さ
ん
の
よ
う
に
、
言
え
た
か

疑
問
が
残
り
ま
す
。
誰
だ
っ
て
、

わ
が
子
が
オ
ー
ル
５
の
通
信
簿
を

持
っ
て
帰
っ
て
く
れ
ば
、
嬉
し
い
に

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
褒
め
て
育
て

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
大
切
で
す
が
、

そ
れ
を
、「
へ
え
、
そ
う
か
い
」
と

い
わ
れ
た
お
母
さ
ん
の
気
持
ち
を
、

私
な
り
に
考
え
ま
し
た
。
こ
の
頃

の
貞
子
を
見
て
い
る
と
、
ど
う
も

自う
ぬ

惚ぼ

れ
か
け
て
い
て
、
差
別
的
な

心
が
芽
生
え
始
め
て
い
る
。
い
つ

か
機
会
を
捉
え
て
し
っ
か
り
話
を

し
よ
う
。
そ
し
て
、
今
が
そ
の
絶

好
の
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
い
「
み
っ
と

も
な
い
」
と
言
わ
れ
た
の
で
は
な

い
か
と
想
像
す
る
の
で
す
。

　

人
権
感
覚
と
い
う
も
の
は
、
小

さ
い
と
き
か
ら
家
庭
で
形
成
さ
れ

る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
ひ
し
ひ

し
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
沢

村
貞
子
さ
ん
の
、
ほ
の
ぼ
の
と
し

た
温
も
り
の
あ
る
人
間
性
の
原
点

に
、
お
母
さ
ん
が
育
て
て
く
れ
た

人
権
感
覚
が
あ
る
よ
う
に
思
え
て

な
り
ま
せ
ん
。

た
戦
友
が
背
中
を
押
し
て
く
れ
ま

し
た
。
私
が
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る

の
は
、
今
年
が
最
後
に
な
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
…
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

西
川
さ
ん
が
残
し
た
貴
重
な
絵
を

戦
後
70
年
の
今
年
、
天
皇
皇

后
両
陛
下
が
訪
問
さ
れ
た

パ
ラ
オ
共
和
国
の
ペ
リ
リ
ュ
ー
島
。

下
の
２
枚
の
絵
は
71
年
前
（
昭
和

19
年
）、
日
米
両
国
が
激
し
い
戦
闘

を
繰
り
広
げ
た
同
島
に
戦
闘
員
と

し
て
参
加
し
た
故
・
西に

し

川か
わ

隆た
か

雄お

さ
ん

（
当
時
千
代
田
台
）
が
記
憶
を
も
と

に
描
い
た
も
の
で
、
平
成
23
年
８

月
開
催
の
「
愛
・
い
の
ち
・
平
和
展
」

に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
残
念
な
が

ら
西
川
さ
ん
は
3
年
前
に
他
界
さ

れ
ま
し
た
が
、
ペ
リ
リ
ュ
ー
島
で
の

悲
惨
な
戦
い
を
た
く
さ
ん
の
人
に

伝
え
た
い
と
い
う
ご
本
人
の
思
い

を
尊
重
し
、
今
回
、
本
紙
で
紹
介

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

昭
和
19
年
９
月
、
ペ
リ
リ
ュ
ー

島
守
備
隊
を
前
に
米
海
兵
隊
が
上

陸
を
敢
行
し
て
か
ら
、
一
週
間
後
の

こ
と
、
同
守
備
隊
を
増
援
す
べ
く
、

逆
上
陸
部
隊
の
舟
艇
部
隊
と
し
て
、

西
川
さ
ん
は
戦
闘
に
参
加
し
ま
し

た
。
①
の
絵
は
パ
ラ
オ
本
島
か
ら

今
ま
さ
に
ペ
リ
リ
ュ
ー
島
に
出
発

す
る
と
い
う
場
面
を
描
い
た
も
の

で
す
。
西
川
さ
ん
の
手
記
に
よ
れ

ば
、「
船
の
進
む
波
は
夜
光
虫
の
光

で
ピ
カ
ピ
カ
光
る
。
米
軍
に
見
つ
か

れ
ば
い
っ
ぺ
ん
に
や
ら
れ
る
」
と
あ

り
、
決
死
の
任
務
で
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
そ
の
後
、
船
が
座

故西川隆雄さんが描いた

ペリリュー島の戦い

②この絵は画面上方の米軍の艦船からの砲弾に驚いた
魚が飛び跳ねる様子を描いたもので、西川さんは「魚
のオリンピックのようだった」と表現しています

礁
し
て
ペ
リ
リ
ュ
ー
島
ま
で
泳
い
で

た
ど
り
着
い
た
西
川
さ
ん
が
、
目

に
し
た
光
景
が
②
の
絵
で
す
。「
ペ

リ
リ
ュ
ー
の
山
の
形
が
半
分
に
米

軍
の
砲
弾
で
変
わ
る
、（
魚
が
）
砲

弾
で
一
ペ
ン
に
と
び
上
が
っ
て
、
魚

の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
し
た
」。
島
の

形
さ
え
変
え
て
し
ま
う
凄す

さ

ま
じ
い

砲
撃
、
魚
も
驚
い
て
飛
び
上
が
る

程
の
音
や
振
動
が
あ
っ
た
こ
と
が

伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
絵
は
西
川
さ
ん
が
生

前
に
入
院
中
の
病
室
で
描
か
れ
た

も
の
で
す
。
何
度
も
疲
れ
果
て
、
絵

筆
を
動
か
す
手
が
止
ま
り
そ
う
に

な
り
な
が
ら
も
、
突
き
動
か
さ
れ
る

よ
う
に
描
き
続
け
、「
死
ん
で
い
っ

①大勢の兵士がペリリュー島に向かう光景。千人を超
えた部隊も米軍の攻撃で大半が犠牲になっています

ご
覧
に
な
り
、
戦
争
で
亡
く
な
っ
た

多
く
の
人
の
思
い
を
、
少
し
で
も
感

じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
西
川
さ
ん
も
喜

ば
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

参
考
文
献
：
歴
史
群
像
２
０
１
０
年
10
月
号

◉今月の焦点　平和を考える

西
川
さ
ん
は
、
生
前
、
多
く

の
人
に
ペ
リ
リ
ュ
ー
島
の
戦

い
の
絵
を
見
て
ほ
し
い
と
い

う
思
い
を
強
く
持
た
れ
て
い

ま
し
た

歴史群像
2010年 10月号
西川さんのペリリ
ュー島での体験が
詳しく紹介されて
います。図書館で
閲覧できます。
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子
ど
も
・
子
育
て
総
合

セ
ン
タ
ー
あ
い
っ
く
の
催
し

※
場
所
の
記
載
の
な
い
も
の
は
、

あ
い
っ
く
で
開
催
し
ま
す
。

❶
ね
ず
み
ち
ゃ
ん
の
お
は
な
し
会

　

親
子
の
た
め
の
わ
ら
べ
う
た
や

絵
本
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
対
象　

市
内
在
住
の
お
お
む
ね

１
歳
６
か
月
～
２
歳
６
か
月
の
子

ど
も
と
そ
の
保
護
者　

▼
と
き　

８
月
27
日
㈭
午
前
10
時
30
分
～
11

時　

▼
定
員　

10
組
（
抽
選
）

❷
育
児
講
座
「
マ
マ
も
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
～
ア
ロ
マ
で
ハ
ン
ド
マ
ッ

サ
ー
ジ
～
」

▼
対
象　

市
内
在
住
の
就
学
前
の

子
ど
も
を
持
つ
母
親
（
子
ど
も
も

同
室
で
参
加
可
）　

▼
と
き　

８

月
28
日
㈮
午
前
10
時
15
分
～
午
後

０
時
15
分
の
う
ち
30
分　

▼
定
員

30
人
（
抽
選
）　

❸
親
子
の
絆
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
赤
ち
ゃ
ん
が
き
た
！
」

　

第
１
子
を
育
児
中
の
母
親
同
士

で
情
報
交
換
や
仲
間
作
り
を
し
ま

す
。

▼
対
象　

平
成
27
年
５
月
１
日
以

降
に
生
ま
れ
た
市
内
在
住
の
第
１

子
と
そ
の
保
護
者　

▼
と
き　

９

月
７
日
㈪
・
14
日
㈪
・
28
日
㈪
、

10
月
５
日
㈪
午
後
１
時
～
３
時

（
４
回
シ
リ
ー
ズ
）　

▼
定
員　

14

組
（
抽
選
）

❹
豆
書
体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

▼
対
象　

就
学
前
の
子
ど
も
を
持

つ
保
護
者　

▼
と
き　

９
月
11
日

㈮
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分　

▼
定
員　

10
人
（
抽
選
）　

▼
一

時
保
育
あ
り
（
定
員
８
人
）　

▼

材
料
費　

５
０
０
円　

➎
親
世
代
と
同
居
マ
マ
の
交
流
会

▼
対
象　

２
（
３
）
世
帯
同
居
中

（
同
敷
地
内
も
含
む
）
の
保
護
者

と
就
学
前
の
子
ど
も
（
保
護
者
の

み
の
参
加
も
可
）　

▼
と
き　

８

月
24
日
㈪
午
前
10
時
30
分
～
正
午

▼
当
日
直
接
会
場
へ

❶
～
❹
の
申
し
込
み　

は
が
き
か

フ
ァ
ク
ス
に
親
子
の
氏
名
（
ふ

り
が
な
）、
子
の
生
年
月
日
、
性

別
、
第
何
子
か
、
住
所
、
電
話
番

号
、
子
育
て
で
気
に
な
る
こ
と
と

催
し
名
（
❹
は
一
時
保
育
の
有
無

も
）
を
記
入
し
て
８
月
14
日
（
必

着
）
ま
で
に
あ
い
っ
く
（
〒
586
ー

０
０
１
５
本
町
24
の
１
ノ
バ
テ
ィ

な
が
の
北
館
５
階
）
へ

■
キ
ラ
キ
ラ
ね
っ
と
か
ら
の
申
し

込
み
（
７
月
31
日
か
ら
）

Ｐ
Ｃ
サ
イ
トhttp://k-kira.jp

携
帯
サ
イ
トhttp://k-kira.jp/m

※
携
帯
サ
イ
ト
は
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
（
下
図
）
か
ら
。

■
ヨ
チ
ヨ
チ
タ
イ
ム
お
休
み
の
お

知
ら
せ

　

８
月
17
日
㈪
午
後
の
ヨ
チ
ヨ
チ

タ
イ
ム
（
乳
幼
児
健
診
セ
ン
タ
ー
）

は
会
場
の
都
合
で
開
催
し
ま
せ
ん
。

子育て

問
い
合
わ
せ　

あ
い
っ
く

（
☎
50
・
４
６
６
４
、�
50
・
４
６
６
５
）

ゆ
っ
く
り
子
育
て

　

子
育
て
に
つ
い
て
考
え
、
語
り

合
い
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
就

学
前
の
子
ど
も
の
保
護
者　

▼
と

き　

９
月
15
日
㈫
午
前
10
時
～
11

時
30
分　

▼
と
こ
ろ　

南
花
台
公

民
館　

▼
定
員　

15
人（
先
着
順
）

▼
１
歳
～
就
学
前
の
子
ど
も
の
一

時
保
育
あ
り
（
定
員
10
人
）　

▼

申
し
込
み　

８
月
５
日
か
ら
同
館

へ問
い
合
わ
せ　

南
花
台
公
民
館

（
☎
63
・
１
１
３
１
）

子
育
て
応
援
団

じ
ぃ
じ
ば
ぁ
ば
の
孫
育
て

▼
と
き　

８
月
21
日
㈮
午
前
10
時

～
11
時
30
分　

▼
と
こ
ろ　

加
賀

田
公
民
館　

▼
定
員　

20
人
（
先

着
順
）　

▼
申
し
込
み　

８
月
５

日
か
ら
同
館
へ

問
い
合
わ
せ　

加
賀
田
公
民
館

（
☎
62
・
２
１
１
６
）

子
育
て
楽
育
講
座

▼
と
き
・
内
容　

①
９
月
９
日
㈬

＝
「
助
産
師
さ
ん
が
伝
え
る
命
の

キ
セ
キ
」、
②
16
日
㈬
＝
「
叱
る

タ
イ
ミ
ン
グ 

ほ
め
る
タ
イ
ミ
ン

グ
」、
③
10
月
１
日
㈭
＝
「
し
ゃ

べ
る 

気
づ
く 

と
も
に
育
つ
」
▽

時
間
は
①
②
が
午
前
10
時
～
11
時

30
分
、
③
が
午
後
１
時
30
分
～
３

時
（
３
回
シ
リ
ー
ズ
）　

▼
と
こ

ろ　

加
賀
田
公
民
館　

▼
定
員　

20
人
（
先
着
順
）　

▼
申
し
込
み

８
月
19
日
か
ら
同
館
へ

問
い
合
わ
せ　

加
賀
田
公
民
館

（
☎
62
・
２
１
１
６
）

み
ん
な
集
ま
れ
！

親
子
ふ
れ
あ
い
体
操

　

回
転
や
逆
さ
感
覚
な
ど
を
養
う

体
操
を
親
子
で
楽
し
み
な
が
ら
行

い
ま
す
。

▼
対
象　

市
内
在
住
の
０
～
５
歳

児
の
幼
児
と
そ
の
保
護
者　

▼
と

き　

９
月
12
日
㈯
①
午
前
10
時
～

11
時
②
午
前
11
時
～
正
午
▽
①
が

０
～
２
歳
児
、
②
が
３
～
５
歳
児

対
象　

▼
と
こ
ろ　

天
野
公
民
館

▼
定
員　

各
10
組
（
先
着
順
）

▼
申
し
込
み　

８
月
８
日
か
ら
同

館
へ

問
い
合
わ
せ　

天
野
公
民
館

（
☎
55
・
６
１
９
１
）

親
子
ス
ポ
ー
ツ

☆
ほ
い
っ
く
☆
教
室

▼
対
象　

平
成
22
年
４
月
２
日
～

平
成
24
年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
市

内
在
住
の
就
園
前
の
子
ど
も
と
そ

の
保
護
者　

▼
と
き　

９
月
１
日

～
10
月
27
日
の
毎
週
火
曜
日
の
う

ち
７
回
、
時
間
は
午
前
10
時
～
正

午　

▼
と
こ
ろ　

市
民
総
合
体
育

館　

▼
定
員　

25
組
（
先
着
順
）

▼
参
加
費　

１
日
１
組
３
０
０
円

（
当
日
徴
収
）　

▼
申
し
込
み
８

月
５
日
か
ら
総
合
ス
ポ
ー
ツ
振
興

会
事
務
局
（
市
民
総
合
体
育
館
内
）

へ問
い
合
わ
せ　

同
事
務
局

（
☎
62
・
８
０
１
１
）

里
親
相
談
会

■「
は
ぐ
く
み
ホ
ー
ム
」
を
は
じ

め
ま
せ
ん
か

　

里
親
を
必
要
と
し
て
い
る
子
ど

も
た
ち
の
こ
と
や
、
里
親
の
話
を

聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

※
府
で
は
養
育
里
親
に
つ
い
て

「
は
ぐ
く
み
ホ
ー
ム
」
の
愛
称
を

使
用
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き　

８
月
30
日
㈰
午
後
１
時

～
４
時　

▼
と
こ
ろ　

あ
い
っ
く

問
い
合
わ
せ　

府
富
田
林
子
ど
も

家
庭
セ
ン
タ
ー（
☎
25
・
１
１
７
２
、

�
25
・
１
１
７
３
）

ひ
と
り
親
家
庭
の

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・セ
ン

タ
ー
利
用
料
金
を
助
成

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
事
業
は
、
子
育
て
の
手
助

け
が
ほ
し
い
人
（
依
頼
会
員
）
と
、

お
手
伝
い
し
た
い
人（
提
供
会
員
）

が
会
員
に
な
り
、
地
域
で
子
育
て

を
助
け
合
う
相
互
援
助
活
動
で
す

（
有
償
）。
用
事
や
仕
事
が
あ
る
と

き
、
依
頼
会
員
の
代
わ
り
に
提
供

会
員
が
一
時
的
に
子
ど
も
を
預

か
っ
た
り
、
保
育
所
な
ど
へ
の
送

迎
を
し
た
り
し
ま
す
。

対
象　

市
内
在
住
の
ひ
と
り
親

家
庭
の
う
ち
生
後
２
か
月
～
小
学

生
の
子
ど
も
を
持
つ
依
頼
会
員

（
随
時
登
録
可
）

助
成
内
容　

１
家
庭
に
つ
き
1

か
月
あ
た
り
３
５
０
０
円
を
補
助

申
し
込
み　

電
話
で
事
前
に
問

い
合
わ
せ
の
う
え
同
セ
ン
タ
ー
へ

（
水
曜
日
を
除
く
▽
時
間
は
午
前

10
時
～
午
後
５
時
30
分
）

子
育
て

問
い
合
わ
せ　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
（
あ
い
っ
く

内
、
☎
50
・
４
６
７
０
）

児
童
扶
養
手
当

■
現
況
届
の
提
出
を

　

現
況
届
は
、
引
き
続
き
認
定
を

受
け
る
た
め
に
必
要
で
す
。

提
出
期
間　

８
月
３
日
㈪
～
31

日
㈪

※
該
当
者
に
は
案
内
文
書
を
送
付

▽
届
け
出
が
な
い
と
８
月
分
以
降

の
手
当
が
支
給
さ
れ
な
く
な
り
ま

す
▽
所
得
制
限
に
よ
り
支
給
を
制

限
・
停
止
さ
れ
て
い
る
人
も
提
出

し
な
い
と
受
給
資
格
が
な
く
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
受
給
資
格
者
は

　

離
婚
な
ど
に
よ
り
父
親
も
し
く

は
母
親
が
い
な
い
、
ま
た
は
父
親

も
し
く
は
母
親
が
重
度
の
障
が
い

者
で
あ
る
世
帯
な
ど
で
18
歳
未
満

（
18
歳
に
到
達
し
た
日
の
年
度
末

ま
で
▽
児
童
に
政
令
で
定
め
る
障

が
い
が
あ
る
場
合
は
20
歳
未
満
）

の
児
童
を
監
督
保
護
し
て
い
る
人

が
対
象
で
す
。

※
対
象
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
に

入
所
し
て
い
る
と
き
な
ど
を
除
く

▽
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

※
平
成
26
年
12
月
か
ら
制
度
が
変

わ
り
、
受
給
者
や
児
童
が
公
的
年

金
を
受
給
で
き
る
場
合
に
、
そ
の

年
金
額
が
児
童
扶
養
手
当
額
に
満

た
な
い
場
合
は
、
そ
の
差
額
を
受

け
取
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を
。

問
い
合
わ
せ　

子
ど
も
子
育
て
課

特
別
児
童
扶
養
手
当

■
所
得
状
況
届
の
提
出
を

　

所
得
状
況
届
は
、
引
き
続
き
認

定
を
受
け
る
た
め
に
必
要
で
す
。

提
出
期
間　

８
月
11
日
㈫
～
９

月
10
日
㈭

※
該
当
者
に
は
案
内
文
書
を
送
付

▽
届
け
出
が
な
い
と
８
月
分
以
降

の
手
当
が
支
給
さ
れ
な
く
な
り
ま

す
。

■
受
給
の
対
象
と
な
る
人
は

　

20
歳
未
満
で
、
精
神（
発
達
障

が
い
な
ど
含
む
）
ま
た
は
身
体
に

重
度
・
中
度
の
障
が
い
の
あ
る
児

童
を
監
護
し
て
い
る
父
母
ま
た
は

養
育
者
が
対
象
で
す
。

※
対
象
児
童
が
障
が
い
を
支
給
事

由
と
す
る
公
的
年
金
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
と
き
や
児
童
福
祉
施

設
に
入
所
し
て
い
る
と
き
な
ど
を

除
く
▽
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

子
ど
も
子
育
て
課

★ 地域の子育て 集いの広場
就学前の子どもと保護者が集まり、自由に遊んだり交流した
りする場所です。会場や内容など詳しくは問い合わせを。

◉子育てわいわいルーム
場所 開催日 問い合わせ

三日市公民館 ８月 12日㈬ ☎ 62-6155
千代田公民館 ８月 21日㈮ ☎ 55-1125
南花台公民館 ８月 26日㈬ ☎ 63-1131
加賀田公民館 ８月 28日㈮ ☎ 62-2116

※時間は午前 10時 30分～正午▷駐車場には限りがあります。

◉つどいの広場
場所 開催日

①ふぁんふぁーれ
　三日市
☎ 63-7242

毎週火・木・金曜日（８月13日㈭・14日㈮を除く）と８
月３日㈪・10日㈪・17日㈪午前10時～午後３時30分
８月10日㈪は「けいこ先生のリズム遊び」（午前
11時 30分～）、20日㈭は「お面うちわを作って
遊ぼう！」（午前10時30分～）をします。

②ほのぼのルーム
　大矢船
☎ 62-3501

毎週月・水・木曜日午前10時～午後３時
８月25日㈫は「水遊び」をします（午前10時
～正午▷先着８組▷参加費100円▷要予約）。

市政と関連情報 モックル生活ガイド
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夏の風習  願い込めて
半夏生・七夕まつり

　奥河内くろまろの郷で７月４日、「半
はん

夏
げ

生
しょう

・七夕まつり」
が開催されました。夏至から数えて11日目の半夏生の時
期に餅をついたり、タコを食べたりして豊作を願う農家
の風習などを体験してもらおうとJA大阪南青壮年部が
主催。これにちなんで会場には、餅つき体験や大阪産野
菜入りのたこ焼きの販売、短冊に願い事を書いて笹に取
り付けるコーナーなどが設けられました。また、地元産
野菜の即売もあり、多くの家族連れらでにぎわいました。

　６月 25日、天野山金剛寺で子ども文化財解説会が
ありました。天野小学校の６年生の児童が金剛寺の
重要文化財の仏像や建物などを事前に学習し、説明
資料や紙芝居を作成。当日は金剛寺境内や子院の摩
尼院でクイズを出題したり、歌やお芝居を交えて楽
しく文化財を解説しました。来場者からは「よく勉
強したね」「おもしろかったよ」などの声も聞かれ、
子どもたちは楽しみながら地元の文化財を学んでい
ました。

　客室乗務員や人材育成コンサルタントなどを経
て、尼崎市長を２期務めた白

しら

井
い

文
あや

さんが６月28日、
キックスで男女共同参画週間講演会として、「男の
女子力、女の男気～私のチャレンジ人生」をテーマ
に講演しました。尼崎市長としてＪＲ福知山線脱線
事故の対策本部で陣頭指揮を経験。参加者が当時の
白井さんの立場に立った時にどのように思い、判断
するかを考える講演では緊迫感があり、最後まで白
井さんの話に引き込まれていました。

❶餅つきを楽しむ親子　❷短冊に願い事を書く子どもたち

❶楼
ろうもん

門の前で二天像の解説をする児童たち　❷児童らが食
じき

堂
どう

の
前で出題するクイズに答える来場者

自分で考え、行動する
男女共同参画週間講演会

地元の文化財を身近に
子ども文化財解説会

手をつなぎ非行と犯罪ない町に
社会を明るくする運動

　7月５日にキックスで開催した「いきいきまちづ
くりフォーラム」では、東京大学大学院医学系研究
科准教授の近

こん

藤
どう

尚
なお

己
き

さんが、地域や家族とつながり
を持つことで、寿命が延び、介護が必要になる確率
も低くなるなど、様々な研究データをもとにつなが
りと健康の関係について講演しました。その後、河
内長野市老人クラブ連合会副会長の山

やま

田
だ

昭
あきよし

儀さん、
楠ケ丘公共交通対策委員会委員長の井

い

内
うち

義
よしみつ

光さん、
石仏小学校区まちづくり会会長の丸

まるやま

山茂
しげ

樹
き

さんによ
る活動事例の紹介がそれぞれ行われ、約 230人の
聴衆は最後まで熱心に聞き入っていました。

人とのつながりが長寿の秘訣
いきいきまちづくりフォーラム

まちの話題をお届けします

❶❷つながりの大切さをいろいろなデータで説明する近藤尚
己さん 

❶
❶

❶

❶

❷

❷

❷

❷

丸山茂樹さん 井内義光さん 山田昭儀さん

　７月の「社会を明るくする運動」月間に合わせて、同
運動推進委員会が１日、市内各所で街頭啓発を実施しま
した。また11日には、市民集会がラブリーホールであり、
吉本新喜劇の座長として人気を博した故・岡

おか

八
はち

朗
ろう

さんの
長女でゴスペルシンガーの市

いち

岡
おか

裕
ゆう

子
こ

さんが「人生あきら
めたらあかん！」と題して講演。母の自死と弟の病死、父
のアルコール依存症など、人生の苦難を振り返りつつ、
最後にはゴスペルを熱唱し、自分や周りの人を愛するこ
との大切さを訴えました。

❶雨の中、街頭啓発に臨む関係者　❷自身の経験を語る市岡
裕子さん


